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序

　

李
永
平
は
一
九
四
七
年
に
ボ
ル
ネ
オ
島
の
英
領
サ
ラ
ワ
ク
（
現
マ

レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
州
）
の
ク
チ
ン
に
生
ま
れ
、
台
湾
大
学
に
進

学
し
た
後
、
六
年
に
及
ぶ
米
国
留
学
を
経
て
台
湾
に
定
住
し
、
ボ
ル

ネ
オ
島
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
の
三
つ
の
土
地
の
経
験
を
作
品
に
し
て

い
〉
1
〈

る
。

　

二
〇
一
五
年
ま
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
李
永
平
の
長
篇
小
説
五
作

の
う
ち
、『
海
東
青
│
│
台
北
的
一
則
寓
〉
2
〈

言
』（
一
九
九
二
年
）、『
朱

鴒
漫
遊
仙
〉
3
〈

境
』（
一
九
九
八
年
）、『
雨
雪
霏
〉
4
〈

霏
』（
二
〇
〇
二
年
）、

『
大
河
尽
〉
5
〈

頭
』（
上
巻
二
〇
〇
八
年
、
下
巻
二
〇
一
〇
年
）
の
四
作
に

朱
鴒
と
い
う
少
女
が
登
場
す
る
。
つ
ま
り
、
連
作
短
篇
に
よ
っ
て
一

つ
の
長
篇
が
構
成
さ
れ
る
『
吉
陵
春
秋
』（
一
九
八
六
〉
6
〈

年
）
を
除
く

す
べ
て
の
長
篇
作
品
に
共
通
し
て
、
こ
の
名
を
持
つ
少
女
が
姿
を
現

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

自
ら
「
ミ
ュ
ー
ズ
」
と
語
る
こ
の
八
歳
の
少
女
、
朱
鴒
に
つ
い
て

李
永
平
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

執
筆
の
過
程
で
、
作
家
は
み
な
心
に
読
者
あ
る
い
は
「
聞
き

手
」
を
設
定
す
る
で
し
ょ
う
。
私
の
話
を
聞
い
て
く
れ
る
朱
鴒
は

八
歳
の
幼
い
少
女
で
、
永
遠
に
成
長
し
ま
せ
ん
が
（
ミ
ュ
ー
ズ
が

年
を
と
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
！
）、
目
か
ら
鼻
に
抜
け
る

よ
う
に
賢
く
て
、
他
人
の
七
、
八
倍
も
頭
の
回
転
が
速
く
、
世
故

に
も
長
け
て
い
ま
す
し
（
何
と
い
っ
て
も
台
北
の
街
角
を
ぶ
ら
つ

い
て
い
る
の
で
す
か
ら
ね
）、
肝
心
な
の
は
、
私
と
心
が
通
じ
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合
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
読
者
あ
る
い
は
聞
き
手
は
、

作
家
た
ち
が
寝
て
も
覚
め
て
も
探
し
求
め
る
相
手
な
の
で
す
。
幾

度
も
幾
度
も
尋
ね
回
り
、
朱
鴒
を
探
し
出
せ
た
の
は
、
私
の
文
筆

生
涯
で
最
大
の
幸
運
で
し
〉
7
〈

た
。

　

し
か
し
、
朱
鴒
の
「
聞
き
手
」
と
し
て
の
役
割
が
前
面
に
現
れ
る

の
は
、『
雨
雪
霏
霏
』
以
降
の
作
品
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
以
前
の
二
作
に
登
場
す
る
彼
女
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
四
作
に
共
通
し
て
、
朱
鴒
が
見
聞
き
す

る
の
は
、
あ
る
い
は
心
に
潜
む
魔
の
記
憶
で
あ
り
、
あ
る
い
は
幼
い

少
女
が
受
け
た
性
的
虐
待
で
あ
る
。
こ
う
し
た
耳
を
覆
い
た
く
な
る

よ
う
な
物
語
を
引
き
出
す
「
ミ
ュ
ー
ズ
」
と
し
て
こ
の
八
歳
の
少
女

が
設
定
さ
れ
た
の
は
、
一
体
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
『
海
東
青
』『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』『
雨
雪
霏
霏
』『
大
河

尽
頭
』
の
長
篇
四
作
を
め
ぐ
り
、
朱
鴒
と
い
う
少
女
が
作
中
で
担
う

役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
　
長
篇
四
作
の
概
要
と
対
応
関
係

　

朱
鴒
の
登
場
す
る
四
作
の
長
篇
は
場
面
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
少
し
ず

つ
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
重
な
り
合
い
、
連
関
し
た
世
界
を
形
成

し
て
い
る
。
あ
る
作
品
の
中
で
描
写
さ
れ
た
情
景
は
、
後
続
の
作
品

で
反
復
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
別
な
意
味
が
附
与
さ
れ
る
。
読
者

は
前
作
と
の
関
係
に
お
い
て
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
位
置
づ
け
を
把

握
し
、
有
機
的
な
関
連
の
中
で
読
み
解
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
あ
る
特
定
の
作
品
の
み
を
抜
き
出
し
て
考
察
を
加
え
る
の
で
は

な
く
、
複
数
の
作
品
の
連
関
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
李
永
平
の
作
品
世

界
の
総
体
を
論
じ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
も
邦
訳
が
備
わ
ら
な
い
た
め
、
以
下
に
概
要
と
共
に
作
品

相
互
の
関
係
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

㈠
　
海
東
青

⑴　

概
要

　

主
人
公
の
靳
五
は
ボ
ル
ネ
オ
島
出
身
で
、「
海
東
」
の
大
学
を
卒

業
し
た
後
、
八
年
に
わ
た
る
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
て
、
再
び
「
海

東
」
の
大
学
に
戻
り
教
壇
に
立
つ
。
朱
鴒
は
下
宿
先
の
向
か
い
の
雑

貨
屋
の
娘
と
し
て
登
場
す
る
。

　

物
語
は
留
学
か
ら
帰
っ
た
主
人
公
の
靳
五
が
「
海
東
」
の
「
鯤

京
」
の
街
に
降
り
立
つ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。「
台
北
の
一
つ
の
寓

話
」
と
の
副
題
が
冠
さ
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
海

東
」
は
台
湾
、「
鯤
京
」
は
台
北
を
暗
示
す
る
。

　

こ
の
作
品
は
明
確
な
筋
を
有
さ
ず
、
靳
五
の
目
に
映
る
「
鯤
京
」

の
街
が
性
的
な
誘
惑
に
満
ち
た
姿
で
描
き
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
十

代
の
少
女
た
ち
が
常
に
欲
望
の
ま
な
ざ
し
に
晒
さ
れ
続
け
て
お
り
、

街
の
至
る
所
に
物
質
的
な
誘
惑
の
魔
手
が
待
ち
う
け
て
い
る
。
靳
五

は
同
じ
下
宿
に
暮
ら
す
兄
妹
の
一
七
歳
の
小
舞
、
一
五
歳
の
亜
星
、
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小
舞
の
恋
人
で
中
学
三
年
生
の
張
浵
ら
少
年
少
女
、
さ
ら
に
小
学
生

の
朱
鴒
と
共
に
街
を
遊
歩
す
る
。

　

靳
五
が
鯤
京
に
着
く
の
が
中
秋
節
の
夜
で
あ
り
、
最
後
の
場
面
が

母
の
日
の
前
夜
（
五
月
一
一
日
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
カ
月
ほ
ど

の
期
間
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
背
景
と
な
る
年
代
は
後

に
詳
述
す
る
通
り
、
一
九
八
七
年
か
ら
九
一
年
と
推
定
さ
れ
る
。

　

五
〇
万
字
に
及
ぶ
こ
の
大
作
は
、
第
一
部
「
秋
、
一
圝
水
月
」

（
秋
、
水
の
ご
と
く
澄
ん
だ
月
）、
第
二
部
「
冬
、
蓬
莱
海
市
」（
冬
、

蓬
莱
の
か
い
や
ぐ
ら
）、
第
三
部
「
春
、
海
峡
日
落
」（
春
、
海
峡
の

日
没
）
の
三
部
構
成
で
、
各
五
章
ず
つ
が
収
め
ら
れ
、
全
一
五
章
か

ら
成
る
。

⑵　

他
の
作
品
と
の
関
連

　

主
人
公
の
靳
五
は
『
吉
陵
春
秋
』
各
篇
に
お
い
て
す
で
に
そ
の
原

型
と
な
る
姿
を
見
せ
て
い
る
。『
吉
陵
春
秋
』
の
「
蛇
の
呪
い
」
で

は
、
主
人
公
の
克
三
が
同
室
の
学
生
に
子
供
の
頃
の
体
験
を
語
っ
て

き
か
せ
る
が
、
聞
き
手
と
な
る
こ
の
学
生
の
名
前
が
靳
五
で
あ
る
。

同
「
荒
城
の
夜
」
で
克
三
が
帰
郷
の
途
中
に
渡
し
船
で
乗
り
合
わ
せ

た
少
女
・
秋
棠
の
後
を
つ
け
て
ゆ
く
場
面
は
、『
海
東
青
』
で
少
女

娼
婦
を
追
っ
て
鯤
京
の
街
を
さ
ま
よ
い
歩
く
靳
五
の
描
写
と
類
似
す

る
。『
吉
陵
春
秋
』
の
「
降
り
し
き
る
春
雨
」
で
秋
棠
と
小
七
が
ふ

ざ
け
あ
う
場
面
も
、『
海
東
青
』
冒
頭
で
靳
五
が
秋
棠
と
い
う
少
女

を
思
い
出
す
場
面
と
し
て
反
復
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
海
東
青
』

の
靳
五
に
は
、『
吉
陵
春
秋
』
の
克
三
と
小
七
の
形
象
が
投
影
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

⑶　

版
本

　
『
海
東
青
』
の
初
版
は
一
九
九
二
年
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
六
年
の

第
二
版
も
「
本
来
な
ら
再
版
を
機
に
全
体
の
文
章
に
徹
底
的
に
手
を

入
れ
、
小
説
の
「
熟
成
度
」
を
高
め
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
（
中
略
）

修
正
に
関
し
て
は
ま
た
別
の
機
縁
を
待
ち
た
〉
8
〈

い
」
と
あ
り
、
初
版
か

ら
改
稿
さ
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
し
、「
出
埃
及
第
四
十
年
│
│

《
海
東
青
》
序
」
は
、「
あ
る
特
別
な
状
況
下
で
倉
卒
の
う
ち
に
書
き

上
げ
た
も
の
で
、
自
分
の
こ
の
本
に
対
す
る
真
実
の
感
覚
を
伝
え
て

は
い
な
〉
9
〈
い
」
と
し
て
削
除
さ
れ
、
代
わ
り
に
作
品
集
『
𨑨
迌
│
│
李

永
平
自
選
集
』（
二
〇
〇
三
年
）
よ
り
自
序
「
文
字
因
縁
」
の
う
ち

『
海
東
青
』
執
筆
に
関
わ
る
部
分
が
抄
録
さ
れ
て
い
る
。

㈡
　
朱
鴒
漫
遊
仙
境

⑴　

概
要

　

主
人
公
の
朱
鴒
は
八
歳
、
好
奇
心
に
目
を
輝
か
せ
、
同
級
生
の
柯

麗
双
、
水
薇
、
林
香
津
、
連
明
心
、
張
澴
、
葉
桑
子
と
共
に
台
北
の
街

を
漫
歩
す
る
。
そ
こ
で
は
ま
だ
第
二
次
性
徴
も
迎
え
ぬ
少
女
が
性
的

欲
望
の
対
象
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
身
体
に
金
銭
的
価
値
が
付
さ
れ

る
。
早
熟
な
朱
鴒
と
、
夜
な
夜
な
繁
華
街
で
の
花
売
り
を
強
い
ら
れ

て
い
る
柯
麗
双
は
、
眼
前
に
展
開
さ
れ
る
様
々
な
事
象
を
友
人
た
ち

に
解
説
し
て
聞
か
せ
る
。
最
後
に
彼
女
ら
は
、
ト
イ
レ
を
借
り
よ
う

と
あ
る
ホ
テ
ル
に
飛
び
込
む
が
、
そ
こ
は
少
女
を
誘
拐
し
て
売
り
飛
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ば
す
犯
罪
組
織
の
ア
ジ
ト
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
七
人
は
消
息
を
絶
っ

て
し
ま
う
。

　

舞
台
は
民
国
七
八
年
（
一
九
八
九
年
）
の
夏
、
戒
厳
令
の
解
除
を

経
て
急
変
の
さ
な
か
に
あ
る
台
北
で
あ
る
。

　

本
作
は
全
部
で
以
下
の
各
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
漫
遊
之
一
「
七

蓬
飛
颺
的
髪
絲
」（
風
に
な
び
く
七
人
の
髪
）、
漫
遊
之
二
「
父
與

女
」（
父
と
娘
）、
漫
遊
之
三
「
驪
歌
満
城
」（
別
れ
の
歌
が
響
く

街
）、
漫
遊
之
四
「
夏
日
飄
起
女
児
香
」（
沈
香
た
だ
よ
う
夏
の
日
）、

漫
遊
之
五
「
一
場
成
人
遊
戯
篇
」（
大
人
の
遊
戯
篇
）、
漫
遊
之
六

「
群
玉
山
頭
」（
群
玉
山
に
て
）、
漫
遊
之
七
「
遊
仙
窟
」
の
七
部
で

あ
る
。

⑵　

他
の
作
品
と
の
関
連

　
『
海
東
青
』
の
最
終
章
で
朱
鴒
一
家
は
転
居
す
る
が
、
本
作
で
は

朱
鴒
の
視
点
か
ら
そ
の
直
後
の
夏
休
み
の
出
来
事
が
描
か
れ
る
。
登

場
人
物
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、『
海
東
青
』
と
本
作

が
直
接
の
継
承
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

⑶　

版
本

　

初
版
は
台
北
の
聯
合
文
学
出
版
社
よ
り
一
九
九
八
年
に
、
第
二
版

は
同
出
版
社
よ
り
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
再
版
に
当

た
っ
て
は
、「
一
字
た
り
と
も
直
さ
ず
、
文
章
記
号
の
一
つ
に
至
る

ま
で
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
、（
中
略
）
再
び
世
間
に
出
す
こ
と

に
決
め
〉
10
〈

た
」
と
作
者
自
ら
語
っ
て
お
り
、
新
版
で
の
改
稿
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。

㈢
　
雨
雪
霏
霏

⑴　

概
要

　

語
り
手
は
八
歳
の
少
女
・
朱
鴒
と
知
り
合
い
、
手
を
取
り
合
っ
て

夜
の
台
北
を
遊
歩
し
つ
つ
、
ボ
ル
ネ
オ
島
で
過
ご
し
た
幼
年
時
代
の

思
い
出
を
語
っ
て
聞
か
せ
る
。
し
か
し
冒
頭
で
朱
鴒
は
何
年
も
前
に

姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
街
を
歩
き
な
が
ら
物
語
を
し
た

の
は
語
り
手
の
実
際
の
経
験
な
の
か
、
そ
れ
と
も
想
像
の
出
来
事
な

の
か
は
曖
昧
に
さ
れ
る
。『
海
東
青
』『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
の
両
作
が

三
人
称
で
書
か
れ
る
の
に
対
し
、『
雨
雪
霏
霏
』
は
一
人
称
で
あ
る
。

　

全
体
の
構
成
は
追
憶
一
か
ら
追
憶
九
ま
で
の
九
つ
の
章
か
ら
成

る
。
九
つ
の
追
憶
の
後
、
初
版
に
は
一
千
字
足
ら
ず
の
短
い
「
尾

声
」（
エ
ピ
ロ
ー
グ
）
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、「
修
訂
版
」
お
よ
び
上

海
人
民
出
版
社
の
簡
体
字
版
（
二
〇
一
四
年
刊
）
で
は
削
除
さ
れ
て

い
る
。

⑵　

他
の
作
品
と
の
関
連

　

こ
の
作
品
で
は
朱
鴒
の
背
景
は
解
説
さ
れ
ず
、
冒
頭
に
「
多
年
の

昔
に
私
は
幸
運
に
も
朱
鴒
と
知
り
合
い
、
年
の
離
れ
た
二
人
が
手
を

取
り
合
っ
て
不
思
議
な
縁
を
結
ん
だ
。
当
時
私
は
台
北
の
あ
る
大
学

の
外
国
語
学
部
で
教
壇
に
立
っ
て
お
り
、
毎
日
夕
方
に
授
業
を
終
え

て
宿
舎
に
帰
る
時
、
い
つ
も
小
さ
な
女
の
子
が
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で

市
立
古
亭
小
学
校
の
校
門
の
階
段
に
し
ゃ
が
み
、
脇
に
か
ば
ん
を
置

い
て
、
膝
を
抱
え
、
顔
を
上
げ
て
目
を
細
め
眉
を
し
か
め
、
ぼ
ん
や
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り
と
街
の
西
側
の
淡
水
河
の
河
口
の
海
峡
に
浮
き
つ
沈
み
つ
す
る

猩
々
緋
の
太
陽
を
眺
め
、
ず
っ
と
長
い
こ
と
、
路
地
の
中
の
家
に
帰

ろ
う
と
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
も
の
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
の
を
目
に
し

て
い
た
」（
三
七
頁
）、「
し
か
し
あ
る
日
、
彼
女
は
突
然
姿
を
消
し

て
し
ま
っ
た
」（
三
八
〉
11
〈

頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
彼
女
が
『
海
東
青
』
お
よ
び
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
の
朱
鴒

と
同
一
人
物
な
の
か
は
知
る
す
べ
が
な
い
。

　

た
だ
し
、『
海
東
青
』
で
描
か
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
雨
雪
霏

霏
』
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
変
奏
さ
れ
て
い
〉
12
〈

る
。
た
と
え
ば
、『
雨

雪
霏
霏
』
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
相
当
す
る
「
追
憶
九 

望
郷
」
の

章
で
は
、
主
人
公
が
朱
鴒
と
共
に
、
絶
滅
し
た
台
湾
の
原
生
魚
「
庵

仔
魚
」
を
尋
ね
て
新
店
渓
を
遡
行
す
る
。
そ
こ
で
主
人
公
は
朱
鴒

に
、
夜
中
に
庵
仔
魚
の
漁
を
見
に
行
き
、
数
匹
分
け
て
も
ら
っ
て
酒

の
肴
に
し
た
大
学
時
代
の
思
い
出
を
語
っ
て
聞
か
せ
る
（
二
一
五

－

二
二
〇
頁
）。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
海
東
青
』
に
お
い
て
、
靳
五

が
ま
ず
第
二
章
「
瓊
安
」
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
来
た
女
友
達
の

ジ
ョ
ア
ン
（
瓊
安
）
に
語
り
（
六
五

－

六
八
頁
）、
第
十
三
章
「
山

中
一
夕
雨
」
に
お
い
て
亜
星
に
語
っ
て
聞
か
せ
た
（
八
二
九

－

八
三

〇
頁
）
話
と
、
人
名
を
入
れ
換
え
た
点
を
除
け
ば
全
く
同
じ
で
あ
〉
13
〈

る
。

⑶　

版
本

　

単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
雨
雪
霏
霏
』
に
は
以
下
の
三
種
が

あ
る
。
二
〇
〇
二
年
に
天
下
遠
見
出
版
よ
り
発
売
さ
れ
た
後
、
二
〇

一
三
年
に
「
全
新
修
訂
版
」（
以
下
「
修
訂
版
」）
と
し
て
書
き
改
め

ら
れ
た
版
が
麦
田
出
版
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
〉
14
〈
る
。
ま
た
、
こ
の
修
訂

版
に
基
づ
き
、
二
〇
一
四
年
に
は
上
海
人
民
出
版
社
よ
り
簡
体
字
版

が
刊
行
さ
れ
て
い
〉
15
〈

る
。

　

修
訂
版
で
は
映
画
な
ど
の
作
品
名
が
『　

』
で
く
く
ら
れ
る
と

い
っ
た
表
記
上
の
訂
正
や
、
改
行
を
加
え
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
ほ

か
、
全
体
に
わ
た
っ
て
字
句
が
細
か
く
改
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

数
行
に
わ
た
る
文
章
の
削
除
や
増
訂
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
比
較

的
大
き
な
改
変
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、「
修
訂
版
」
で
は
冒
頭
に

新
約
聖
書
か
ら
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
の
「
あ
な
た
た
ち
の
中
で
罪

を
犯
し
た
こ
と
の
な
い
者
が
、
ま
ず
、
こ
の
女
に
石
を
投
げ
な
さ

い
」（
新
協
同
訳
）
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
い
、「
追
憶

九
：
望
郷
」
の
篇
で
は
元
の
「
僕
は
人
で
な
し
だ
、
魔
物
な
ん
〉
16
〈

だ
」

（
二
〇
九
頁
）
が
「
僕
は
罪
人
だ
、
石
を
取
っ
て
投
げ
つ
け
て
く
れ
！　

聖
書
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
〉
17
〈

に
」（
二
一
〇
頁
）
へ
と
変
更
さ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
最
大
の
相
違
は
、
末
尾
の
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
が
削
除
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
主
人
公
は
朱
鴒
と
台
北
の
街
を
遊
歴

し
、
最
後
に
新
店
渓
に
や
っ
て
来
る
が
、
旧
版
で
は
絶
滅
し
た
台
湾

固
有
種
の
「
庵
仔
魚
」
の
姿
を
認
め
る
や
、
朱
鴒
は
急
に
駆
け
出

し
、
童
謡
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
暗
い
淵
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。

こ
の
箇
所
は
修
訂
版
で
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
次
の
呼

び
か
け
も
姿
を
消
し
て
い
る
。
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君
な
ん
だ
よ
、
朱
鴒
、
僕
に
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
南
洋
で
の

成
長
の
経
験
を
点
検
さ
せ
た
の
は
、
心
の
魔
に
向
き
合
う
よ
う
手

を
貸
し
て
く
れ
た
の
は
、
目
を
見
開
い
て
、
自
分
が
い
っ
た
い
ど

ん
な
人
間
な
の
か
見
据
え
さ
せ
て
く
れ
た
の
〉
18
〈

は
。（
二
五
九

－

二

六
〇
頁
）

　

し
か
し
、
そ
の
目
的
が
ひ
と
た
び
達
せ
ら
れ
る
や
朱
鴒
は
駆
け
出

し
、
一
歩
ず
つ
暗
い
淵
へ
と
踏
み
入
っ
て
ゆ
き
、
そ
の
背
後
に
は
呼

び
戻
そ
う
と
す
る
語
り
手
の
声
の
み
が
空
し
く
響
く
。
こ
の
呼
び
か

け
は
後
に
姿
を
変
え
て
『
大
河
尽
頭
』
冒
頭
「
招
魂
│
│
朱
鴒
よ
、

帰
り
来
た
れ
」
と
し
て
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、『
雨
雪
霏
霏
』

か
ら
は
除
か
れ
る
。

㈣
　
大
河
尽
頭

⑴　

概
要

　

英
領
サ
ラ
ワ
ク
・
ク
チ
ン
出
身
の
作
家
で
あ
る
永
は
、
三
年
前
に

『
雨
雪
霏
霏
』
で
新
店
渓
の
黒
い
淵
に
沈
め
た
台
北
の
少
女
・
朱
鴒

の
霊
を
召
喚
し
、
過
ぎ
去
っ
た
一
五
歳
の
夏
（
一
九
六
二
年
七
月
三

一
日
か
ら
一
五
日
間
）
の
記
憶
を
語
る
。

　

彼
は
父
か
ら
の
高
校
合
格
祝
い
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ポ
ン

テ
ィ
ア
ナ
ッ
ク
に
三
八
歳
の
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
を

訪
ね
、
彼
女
の
農
場
で
ひ
と
夏
を
過
ご
す
こ
と
を
許
さ
れ
る
。
彼
女

は
か
つ
て
日
本
軍
の
収
容
所
に
監
禁
さ
れ
、
二
年
の
間
「
慰
安
婦
」

と
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
。

　

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
は
永
に
カ
プ
ア
ス
川
の
水
源
に
連
れ
て
行
く
こ

と
を
約
束
し
、
二
人
は
三
〇
人
ほ
ど
の
白
人
の
男
女
と
共
に
生
命
の

根
源
を
求
め
て
カ
プ
ア
ス
川
の
遡
行
の
旅
に
出
る
。
し
か
し
途
中
で

様
々
の
不
可
解
な
出
来
事
に
襲
わ
れ
、
同
行
者
は
少
し
ず
つ
脱
落

し
、
一
五
日
の
後
に
二
人
だ
け
が
先
住
民
イ
バ
ン
人
の
聖
山
バ

ト
ゥ
・
テ
ィ
バ
ン
に
登
頂
す
る
。

　

永
は
こ
の
旅
路
に
お
い
て
、
ボ
ル
ネ
オ
島
に
生
き
る
華
人
と
し
て

の
原
罪
意
識
と
、
よ
り
普
遍
的
な
心
の
魔
に
対
峙
し
、
旅
路
の
果
て

に
生
と
死
、
そ
し
て
性
交
の
三
つ
を
経
験
す
る
こ
と
で
新
た
な
生
を

授
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
成
人
し
て
作
家
と
な
っ
た
少
年
永
は
、
朱
鴒

を
聞
き
手
に
、
そ
の
旅
に
つ
い
て
の
語
り
を
通
じ
て
追
体
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
作
家
李
永
平
は
、
中
国
語
作
家
と
し
て
の
出
発
の
地
に

帰
り
、
ボ
ル
ネ
オ
島
・
台
湾
・
ア
メ
リ
カ
の
経
験
の
集
大
成
を
遂

げ
る
。

　

上
巻
「
溯
流
」
は
「
序
曲 

花
東
縦
谷
」
か
ら
「
七
月
七
日
七
夕 

浪

遊
紅
色
城
市
」（
七
月
七
日
七
夕 

赤
い
都
市
の
漫
遊
）
に
至
る
一
九

の
章
か
ら
成
り
、
下
巻
「
山
」
は
「
七
月
初
八
凌
晨 

逃
出
紅
色
城

市
」（
七
月
八
日
早
朝 

赤
い
都
市
か
ら
の
脱
出
）
か
ら
「
月
円 

峇

都
帝
坂
」（
満
月 

バ
ト
ゥ
・
テ
ィ
バ
ン
）
に
至
る
一
八
の
章
か
ら
成

る
。
各
章
題
に
は
旅
の
日
付
が
旧
暦
で
織
り
込
ま
れ
て
い
〉
19
〈

る
。
章
番

号
は
付
さ
れ
ず
、
目
次
に
は
章
題
の
み
が
記
さ
れ
る
が
、
本
文
ペ
ー

ジ
に
は
こ
れ
に
加
え
て
副
題
が
掲
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
序
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曲 
花
東
縦
谷
」
に
は
副
題
「
招
魂
│
│
朱
鴒
、
帰
来
！
」（
招
魂

│
│
朱
鴒
よ
、
帰
り
来
た
れ
）
が
、「
七
月
七
日
七
夕 

浪
遊
紅
色
城

市
」
に
は
「
姑
媽
帯
我
尋
找
一
個
普
南
姑
娘
」（
お
ば
さ
ん
が
僕
を

連
れ
て
プ
ナ
ン
の
少
女
を
探
す
）
が
付
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
下
巻
に

は
序
と
し
て
「
問
朱
鴒
：
縁
是
何
物
？
│
│
大
河
之
旅
，
中
途
寄

語
」（
朱
鴒
に
問
う
、
縁
と
は
何
ぞ
や
と
│
│
大
河
の
旅
の
途
中
に

寄
せ
て
）
と
題
す
る
文
が
掲
げ
ら
れ
、
本
文
と
同
様
に
朱
鴒
に
語
り

聞
か
せ
る
形
で
執
筆
の
縁
起
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
を
加
え
る
と
上
巻

と
同
数
の
全
一
九
章
と
な
り
ち
ょ
う
ど
対
を
為
す
こ
と
か
ら
、
こ
の

序
文
も
黄
錦
樹
の
指
摘
す
る
通
り
、「
小
説
の
一
部
分
で
あ
り
内
在

す
る
血
肉
と
し
て
設
〉
20
〈

計
」
さ
れ
、
上
巻
の
「
序
曲 

花
東
縦
谷
」
に

対
応
す
る
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑵　

他
の
作
品
と
の
関
連

　

李
永
平
は
『
雨
雪
霏
霏
』
が
『
大
河
尽
頭
』
の
「
前
伝
」
で
あ
る

と
述
べ
て
い
〉
21
〈

る
。
実
際
、『
大
河
尽
頭
』
冒
頭
の
「
序
曲 
花
東
縦

谷
」
で
は
、『
雨
雪
霏
霏
』
の
台
北
の
一
夜
か
ら
三
年
後
で
あ
る
こ

と
が
語
ら
れ
、
花
蓮
の
月
夜
に
語
り
手
は
再
び
朱
鴒
の
魂
に
呼
び
か

け
る
。
さ
ら
に
、『
雨
雪
霏
霏
』
の
結
末
に
つ
い
て
「
僕
た
ち
年
の

離
れ
た
二
人
は
互
い
に
支
え
合
っ
て
、
一
晩
中
歩
き
続
け
た
末
に
川

の
上
流
に
着
き
、
源
流
を
た
ど
る
旅
を
完
成
し
、
君
は
そ
の
手
で
こ

の
放
浪
者
を
家
に
連
れ
て
帰
っ
て
く
れ
た
が
、
そ
こ
で
僕
は
君
を
終

点
に
置
き
去
り
に
し
、
あ
の
気
味
悪
く
深
く
千
年
も
日
光
に
触
れ
た

こ
と
の
な
い
暗
い
淵
に
君
を
放
逐
す
る
と
、
振
り
返
り
も
せ
ず
に
大

手
を
振
っ
て
立
ち
去
っ
た
の
だ
よ
」（
上
：
二
三

－

二
四
〉
22
〈
頁
）
と
明

か
さ
れ
る
。

　

し
か
し
同
時
に
、『
海
東
青
』
と
の
関
係
も
無
視
し
得
な
い
。
た

と
え
ば
『
海
東
青
』
に
は
、
靳
五
が
夜
の
街
で
幼
い
街
娼
が
警
察
の

目
か
ら
逃
れ
る
の
を
助
け
る
場
面
が
あ
る
が
、
少
女
は
彼
の
腕
を
す

り
抜
け
、
通
り
か
か
っ
た
二
人
の
黒
人
に
自
ら
の
意
思
で
つ
い
て
行

き
、
暴
行
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
（
二
三

－

三
一
頁
）。
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
『
大
河
尽
頭
』
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
シ
ン
タ
ン
を
舞
台

に
し
た
「
七
月
七
日
七
夕 

浪
遊
紅
色
城
市
」
の
章
で
、
主
人
公
の

少
年
・
永
と
プ
ナ
ン
人
少
女
の
邂
逅
と
し
て
反
復
さ
れ
る
（
上
：
四

二
四

－

四
三
八
頁
）。

⑶　

版
本

　
『
大
河
尽
頭
』
は
二
部
構
成
で
、
麦
田
出
版
よ
り
二
〇
〇
八
年
に

上
巻
「
溯
流
」
が
、
二
〇
一
〇
年
に
下
巻
「
山
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

上
巻
「
溯
流
」
は
シ
リ
ー
ズ
「
当
代
小
説
家
Ⅱ
」
の
一
冊
と
し
て
二

〇
〇
八
年
に
刊
行
後
、
下
巻
「
山
」
の
刊
行
に
併
せ
同
じ
く
麦
田
出

版
よ
り
「
李
永
平
作
品
集
」
と
し
て
二
〇
一
〇
年
に
再
版
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
は
簡
体
字
版
が
上
海
人
民
出
版
社
よ

り
上
下
巻
同
時
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
簡
体
字
版
は
麦
田
出
版

の
も
の
と
同
様
に
、
王
徳
威
に
よ
る
序
論
が
上
巻
「
大
河
的
尽
頭
，

就
是
源
頭
」、
下
巻
「
婆
羅
洲
的
“
魔
山
”」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
麦
田
版
で
は
上
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
た
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「
序
曲 

花
東
縦
谷
」
が
簡
体
字
版
で
は
「
簡
体
版
序 

致
“
祖
国
読

者
”」
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
李
永
平
の
作
品
は
中
国
で
は
い
ず

れ
も
上
海
人
民
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
刊
行
順
に
『
大

河
尽
頭
』（
二
〇
一
二
年
）、『
吉
陵
春
秋
』（
二
〇
一
三
年
）、『
雨
雪

霏
霏
』（
二
〇
一
四
年
）
と
な
り
、
台
湾
で
の
発
表
順
と
は
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、『
雨
雪
霏
霏
』
の
一
夜
を
回
想
し
朱
鴒

の
霊
を
呼
び
戻
す
「
序
曲 
花
東
縦
谷
」
は
、『
雨
雪
霏
霏
』
刊
行
前

の
簡
体
字
版
の
読
者
に
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
よ
っ

て
、
作
者
は
簡
体
字
版
の
自
序
で
は
大
陸
の
読
者
に
向
け
て
、「
祖

国
」
こ
と
「
母
な
る
中
国
」
へ
と
呼
び
か
け
て
み
せ
、
さ
ら
に
ボ
ル

ネ
オ
島
出
身
で
台
湾
を
第
二
の
故
郷
と
す
る
と
い
う
自
ら
の
来
歴
を

説
明
し
、『
大
河
尽
頭
』
の
作
品
解
説
を
行
っ
た
上
で
、
朱
鴒
と
い

う
登
場
人
物
の
来
歴
に
つ
い
て
語
る
の
で
あ
る
。

二
　
紅
色
の
水
先
案
内
人 

─
─
内
的
世
界
の
住
人
か
ら
外
的
世
界
の
聞
き
手
へ

　

前
節
で
整
理
し
た
通
り
、『
海
東
青
』
と
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
は

直
接
の
継
承
関
係
を
有
し
、『
大
河
尽
頭
』
は
『
雨
雪
霏
霏
』
の
続

作
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
以
下
に
便
宜
上
『
海
東
青
』
と
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
の

二
作
を
Ａ
系
列
と
し
、『
雨
雪
霏
霏
』
と
『
大
河
尽
頭
』
を
Ｂ
系
〉
23
〈

列

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
Ａ
系
列
の
世
界
と
Ｂ
系
列
の
世
界
は
、
重
な

る
部
分
も
持
ち
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
独
立
し
て
お
り
、
朱
鴒
と

い
う
少
女
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
Ａ
・
Ｂ
両

系
列
の
朱
鴒
が
作
中
で
担
う
役
割
は
大
き
く
異
な
る
。

　

Ａ
系
列
の
朱
鴒
は
生
い
立
ち
が
明
ら
か
で
具
体
的
な
肉
体
を
備
え

る
少
女
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
性
的
欲
望
の
対
象
と
な
り
得
る
。
八

歳
の
無
垢
な
少
女
と
し
て
造
形
さ
れ
る
彼
女
は
、
同
時
に
急
激
な
経

済
成
長
の
陰
で
堕
落
す
る
台
湾
を
も
象
徴
す
る
。
し
か
し
Ｂ
系
列
の

朱
鴒
は
す
で
に
肉
体
を
失
っ
た
「
霊
」
で
あ
り
「
ミ
ュ
ー
ズ
」
で
あ

り
、
語
り
手
の
内
的
世
界
か
ら
踏
み
出
し
た
位
置
に
あ
る
。
ゆ
え
に

語
り
手
は
、
躊
躇
な
く
彼
女
と
同
年
代
の
少
女
た
ち
が
性
虐
待
を
受

け
る
さ
ま
を
語
り
聞
か
せ
、
日
本
軍
の
「
慰
安
婦
」
と
さ
れ
た
オ
ラ

ン
ダ
人
女
性
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
物
語
を
受
け
と
め
さ
せ
る
の
で
あ

る
。
Ａ
系
列
の
朱
鴒
が
靳
五
の
内
的
世
界
を
駆
け
回
る
登
場
人
物
だ

と
す
れ
ば
、
Ｂ
系
列
の
朱
鴒
は
そ
の
外
側
に
あ
っ
て
、
語
り
手
か
ら

言
葉
を
引
き
出
す
こ
と
で
内
的
世
界
を
明
る
み
に
出
す
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

㈠
　
運
命
づ
け
ら
れ
た
淪
落 

　
│
│
汚
辱
の
台
湾
と
内
的
世
界
の
形
象
化

　

Ａ
系
列
に
登
場
す
る
朱
鴒
は
、
具
体
的
な
出
自
と
肉
体
を
兼
ね
備

え
て
い
る
。『
海
東
青
』『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
か
ら
は
以
下
の
通
り
彼

女
の
家
庭
環
境
が
知
ら
れ
る
。

　

父
の
朱
方
は
江
蘇
省
の
出
身
で
、
民
国
三
八
年
に
「
耶
蘇
教
の
髭
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の
聖
人
モ
ー
ゼ
が
紅
海
を
開
い
た
よ
う
〉
24
〈
に
」（
三
〇
〇
頁
）
蔣
介
石

に
導
か
れ
て
台
湾
に
渡
り
、
後
に
台
南
県
善
化
鎮
人
の
陳
鸞
雀
を
妻

と
し
、
朱
鸝
、
朱
鷰
、
朱
鴒
の
三
人
の
娘
を
も
う
け
た
。
外
省
人
の

父
と
本
省
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
朱
鴒
は
、「
血
管
を
二
種
類
の

血
が
で
た
ら
め
に
流
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
二
人
の
大
人
が
体

内
で
喧
嘩
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
毎
日
そ
の
せ
い
で
め
ま
い
は

す
る
し
落
ち
着
か
な
い
し
、
家
に
は
と
て
も
い
ら
れ
な
い
、
死
ぬ
ほ

ど
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
外
の
通
り
に
駆
け
出
し
て
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
走

り
回
り
た
く
な
る
の
、
す
っ
ご
く
つ
ら
い
日
も
あ
っ
て
…
〉
25
〈

…
」（
三
〇

一
頁
）
と
語
る
。

　

朱
鴒
の
母
は
日
本
に
「
留
学
」
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
朱
鴒
の
家

に
は
花
井
芳
雄
と
木
持
秀
雄
と
い
う
二
人
の
日
本
の
老
〉
26
〈

人
が
出
入
り

し
て
い
る
。
上
の
姉
の
朱
鸝
は
師
範
大
学
の
史
学
科
二
年
生
で
、
婚

約
を
予
定
し
て
い
る
恋
人
が
い
た
が
、
母
に
休
学
を
強
い
ら
れ
日
本

に
連
れ
て
行
か
れ
る
。
あ
ま
つ
さ
え
『
海
東
青
』
で
は
母
の
同
意
の

も
と
で
花
井
と
木
持
に
よ
っ
て
高
雄
へ
連
れ
出
さ
れ
、
料
理
に
薬
を

入
れ
ら
れ
て
犯
さ
れ
て
い
る
。
一
家
は
娘
の
身
体
を
提
供
し
た
見
返

り
と
し
て
二
人
か
ら
得
た
経
済
援
助
で
、『
海
東
青
』
の
最
後
に
豪

華
マ
ン
シ
ョ
ン
に
転
居
す
る
。『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
に
至
り
、
父
の

朱
方
が
い
て
も
お
か
ま
い
な
し
に
花
井
が
尋
ね
て
き
て
は
朱
鸝
の
部

屋
に
泊
ま
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
お
り
、
朱
鸝
が
妊
娠
し
た
こ
と
も

明
ら
か
に
な
る
。

　

少
女
の
性
が
金
銭
的
価
値
を
有
す
る
の
は
朱
鴒
の
家
ば
か
り
で
は

な
く
、
第
二
次
性
徴
を
迎
え
る
前
の
少
女
た
ち
さ
え
も
が
性
的
対
象

と
し
て
扱
わ
れ
、
同
時
に
各
種
業
界
が
少
女
の
欲
望
を
そ
そ
る
商
品

を
企
画
し
、
風
俗
産
業
で
働
か
せ
る
と
い
う
社
会
の
仕
組
み
が
完
成

し
て
い
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。
次
姉
の
朱
鷰
も
ま
だ
一
四
、五
歳

の
学
生
な
が
ら
中
山
北
路
の
ホ
テ
ル
で
「
公プ
リ
ン
セ
ス主

」
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
始
め
、『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
に
は
プ
リ
ン
セ
ス
・
ス
イ
ー
ト
と
し

て
売
り
出
さ
れ
た
ホ
ス
テ
ス
向
け
の
部
屋
を
買
お
う
と
算
盤
を
は
じ

い
て
い
る
と
父
が
語
る
場
面
が
あ
る
（
九
六
頁
）。
だ
が
、
こ
う
し

た
「
公プ
リ
ン
セ
ス主

」
た
ち
は
聞
こ
え
の
良
い
名
前
と
は
別
に
、
客
に
関
係

を
強
い
ら
れ
れ
ば
断
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
を
拒

む
客
か
ら
性
病
を
う
つ
さ
れ
る
危
険
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。

　

朱
鴒
自
身
も
、『
海
東
青
』
で
は
花
井
と
木
持
に
、
愛
情
表
現
だ

と
言
わ
れ
て
つ
ね
ら
れ
腿
に
痣
を
つ
け
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
の
好
み
に

合
わ
せ
て
大
人
び
た
髪
型
に
変
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
彼
女
も
そ
う

遠
く
な
い
将
来
に
淪
落
の
運
命
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
感
さ

れ
る
。

　
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
に
お
い
て
そ
の
予
兆
は
、
ピ
ア
ス
の
穴
を
開

け
ら
れ
る
一
幕
と
し
て
試
演
さ
れ
る
。
ピ
ア
ス
シ
ョ
ッ
プ
を
覗
き
込

む
朱
鴒
た
ち
に
、『
海
東
青
』
か
ら
続
け
て
登
場
す
る
小
悪
党
の
安

楽
新
は
「
女
の
子
は
大
人
に
な
り
た
い
な
ら
、
男
に
一
発
穴
を
開
け

て
も
ら
っ
て
、
真
っ
赤
な
血
を
一
滴
流
さ
な
き
ゃ
な
」（
七
四
〉
27
〈

頁
）

と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
朱
鴒
も
安
楽
新
に
捕
え
ら
れ
る
と
抵
抗
む

な
し
く
店
長
に
引
き
渡
さ
れ
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
日
本
製
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の
ピ
ア
ッ
サ
ー
で
ピ
ア
ス
の
穴
を
開
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
た
だ
し
、

そ
の
場
面
は
「
バ
ン
と
一
つ
、
銃
声
が
響
い
た
」（
八
三
〉
28
〈

頁
）
と
あ

る
の
み
で
、
具
体
的
に
は
描
写
さ
れ
な
い
。
そ
の
前
に
ピ
ア
ス

シ
ョ
ッ
プ
の
店
長
が
女
子
高
校
生
の
耳
に
穴
を
開
け
る
場
面
が
あ
る

が
、前
戯
さ
な
が
ら
の
耳
掃
除
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。

　
　

酔
い
し
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
少
女
は
店
長
の
胸
に
も
た
れ
か
か

り
、
汗
に
く
も
る
目
を
見
開
き
、
う
わ
言
の
よ
う
に
五
、六
ば
か

り
あ
え
ぎ
声
を
も
ら
し
、
店
長
の
手
の
日
本
製
の
耳ピ
ア
ッ
サ
ー

洞
銃
を
見

や
っ
て
は
、
ぶ
る
っ
と
身
震
い
し
、
ま
た
ま
ぶ
た
を
閉
じ
て
店
長

の
胸
に
身
を
縮
め
、
両
足
で
し
っ
か
り
と
挟
ん
だ
。
店
長
は
目
を

細
め
て
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
店
の
戸
口
で
中
の
様
子
を
窺
っ
て
い
る

男
た
ち
を
な
が
め
、
日
本
製
の
銃
ピ
ア
ッ
サ
ーを

取
り
上
げ
、
お
も
む
ろ
に

銃
身
を
磨
き
、
銀
の
よ
う
に
耀
く
銃
口
を
ぴ
か
ぴ
か
に
す
る
と
、

背
筋
を
伸
ば
し
、
胸
の
中
の
少
女
の
つ
ぼ
み
の
よ
う
に
可
憐
で
柔

ら
か
な
耳
に
照
準
を
合
わ
せ
た
。
バ
ン
！　

突
如
銃
声
が
響
く
。

白
く
店
を
照
ら
す
白
熱
灯
の
も
と
、
少
女
の
耳
た
ぶ
に
は
小
さ
な

き
ら
き
ら
し
た
血
の
花
が
咲
き
、
つ
や
や
か
な
紅
色
は
し
た
た
る

ば
か
り
だ
っ
た
。（
八
〇

－

八
一
〉
29
〈

頁
）

　

明
ら
か
に
性
交
を
模
し
た
こ
の
描
写
は
、
他
の
少
女
の
身
体
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
、
朱
鴒
の
身
体
に
加
え
ら
れ
た
行
為

を
も
想
像
さ
せ
る
。
予
兆
と
し
て
の
こ
の
場
面
は
、
最
後
に
朱
鴒
ら

七
人
の
失
踪
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
こ

と
が
示
さ
れ
る
。

　
『
海
東
青
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
鯤
京
」
の
街
は
「
家
」

が
疎
外
さ
れ
た
後
の
記
号
化
さ
れ
た
「
鬼
〉
30
〈

域
」
で
あ
り
、
時
間
と
歴

史
を
欠
い
た
「
忘
れ
ら
れ
た
〉
31
〈

国
」
と
し
て
寓
話
の
舞
台
と
な
る
と
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
黄
錦
樹
が
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
の

〈
ア
ブ
ジ
ェ
ク
シ
オ
〉
32
〈

ン
〉
の
概
念
を
適
用
し
て
、
李
永
平
が
「
三
民

主
義
模
範
省
」「
復
興
基
地
」
を
象
徴
的
に
浄
化
し
よ
う
と
す
る
と

分
析
し
て
い
る
よ
う
〉
33
〈

に
、
欲
望
と
汚
穢
に
満
ち
た
鯤
京
の
街
で
は
、

少
女
た
ち
は
少
女
で
あ
り
続
け
る
時
間
を
許
さ
れ
ず
、
た
だ
ち
に
成

熟
し
た
女
に
な
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
分
析
に
加
え
、
鯤
京
の
街
が
性
の
隠
喩
に
溢
れ
か
え
る

靳
五
の
内
的
世
界
の
形
象
化
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
こ
と
も
看
過

し
得
な
い
。
そ
こ
に
登
場
す
る
人
物
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
情
景
は
い

ず
れ
も
靳
五
の
精
神
の
内
奥
に
存
在
す
る
何
ら
か
の
象
徴
と
し
て
読

み
解
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
中
で
も
、
先
述
の
安
楽
新
や
、
花
井

や
木
持
ら
日
本
の
セ
ッ
ク
ス
ツ
ー
リ
ス
ト
が
体
現
す
る
靳
五
の
欲
望

に
注
目
し
て
み
よ
う
。

　

黄
錦
樹
に
よ
り
靳
五
と
鏡
像
性
が
指
摘
さ
れ
〉
34
〈

る
安
楽
新
は
、
本
名

を
蔡
森
郎
と
い
い
、
靳
五
が
同
じ
下
宿
に
暮
ら
す
高
校
受
験
生
の
亜

星
と
一
緒
に
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
近
寄
っ
て
来
る
。
彼
は

そ
の
二
つ
名
の
由
来
と
な
っ
た
「
安
楽
新
」
と
い
う
催
眠
薬
を
靳
五

に
勧
め
、
一
五
歳
の
亜
星
に
飲
ま
せ
て
処
女
を
奪
う
よ
う
、
繰
り
返
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し
そ
そ
の
か
す
（
一
〇
六

－

一
〇
八
、
一
三
三

－

一
三
四
頁
）。
つ

き
ま
と
っ
て
離
れ
ぬ
彼
に
苛
立
っ
た
靳
五
は
、
突
発
的
に
人
目
も
は

ば
か
ら
ず
暴
力
を
振
る
う
。
足
払
い
を
か
け
て
転
ば
せ
る
（
一
三
八

頁
）
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
首
を
締
め
上
げ
、
そ
の
頭
を
激
し
く
電
柱

に
ぶ
つ
け
た
上
、
サ
ン
ダ
ル
か
ら
出
た
指
を
革
靴
で
思
い
切
り
踏
み

に
じ
る
（
一
八
六
頁
）。
こ
う
し
た
激
し
い
暴
力
行
為
は
、
安
楽
新

が
体
現
す
る
の
は
靳
五
自
身
の
欲
望
で
あ
り
、
そ
れ
に
力
で
抗
い
ね

じ
伏
せ
よ
う
と
す
る
靳
五
の
苦
闘
の
現
れ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。「
傍
観
者
」「
過
客
」「
流
寓
の
〉
35
〈

人
」
で
あ
り
続
け
る
靳
五
が
、
唯

一
安
楽
新
に
対
し
て
は
抵
抗
を
見
せ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
空
し

く
、
亜
星
は
安
楽
新
に
送
ら
れ
て
帰
っ
た
の
を
最
後
に
靳
五
の
前
か

ら
姿
を
消
す
。

　

鯤
京
で
は
少
女
た
ち
の
蹂
躙
が
運
命
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
靳
五
は

い
ず
れ
朱
鴒
も
花
井
と
木
持
の
毒
牙
に
か
か
り
、
亜
星
と
同
様
に
姿

を
消
す
こ
と
を
予
感
す
る
。
だ
が
彼
に
で
き
る
の
は
、
最
後
に
朱
鴒

を
抱
き
締
め
て
「
き
み
、
そ
ん
な
に
早
く
大
き
く
な
ら
な
い
で
く

れ
！
」（
九
四
一
〉
36
〈

頁
）
と
慨
嘆
す
る
の
み
に
過
ぎ
な
い
。
少
女
た
ち

の
淪
落
は
台
湾
す
な
わ
ち
「
華
人
文
化
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
の

投
〉
37
〈

影
」
の
堕
落
を
象
徴
す
る
と
同
時
に
、
靳
五
お
よ
び
作
者
の
内
面

の
、
す
で
に
侵
さ
れ
蝕
ま
れ
て
し
ま
っ
た
無
垢
で
あ
り
善
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
靳
五
の
ま
な
ざ
し
こ
そ
が
朱
鴒

を
「
堕
落
の
洞
穴
へ
と
送
り
だ
し
〉
38
〈

た
」
と
す
る
黄
錦
樹
の
指
摘
は
鋭

い
。
そ
し
て
そ
の
ま
な
ざ
し
は
、『
雨
雪
霏
霏
』
に
お
い
て
「
心
の

魔
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

㈡
　『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
に
お
け
る
靳
五
の
不
在

　

Ａ
系
列
の
『
海
東
青
』
と
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
の
相
違
は
、
前
者
が

靳
五
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
朱
鴒
の
視
点
か
ら

台
北
の
光
景
が
描
写
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
で

は
靳
五
は
主
人
公
の
地
位
を
朱
鴒
に
譲
り
、
表
舞
台
か
ら
姿
を
消

す
。
張
錦
忠
は
、
一
九
八
七
年
冬
か
ら
八
八
年
春
の
時
間
が
描
か
れ

る
『
海
東
青
』
と
八
九
年
夏
の
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
の
間
に
は
、
書

か
れ
て
い
な
い
「
中
巻
」
が
存
在
す
る
筈
で
あ
り
、『
朱
鴒
漫
遊
仙

境
』
に
お
い
て
靳
五
が
姿
を
消
し
て
い
る
理
由
が
説
明
さ
れ
る
筈
だ

と
推
測
し
て
い
〉
39
〈

る
。

　

一
方
、
李
永
平
は
『
海
東
青
』
に
つ
い
て
「
こ
の
寓
話
は
、
書
い

て
い
る
う
ち
に
ど
う
し
た
こ
と
か
文
字
に
よ
る
巨
大
な
迷
宮
を
築
い

て
し
ま
い
、「
小
説
家
」
で
あ
る
私
は
ア
テ
ネ
の
ダ
イ
ダ
ロ
ス
さ
な

が
ら
に
、
作
品
が
完
成
し
て
か
ら
ふ
と
気
づ
け
ば
自
分
で
創
造
し
た

迷
宮
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
痛
ま
し
い
代
償
と
引
き
換

え
に
よ
う
や
く
脱
出
で
き
た
の
〉
40
〈

だ
」
と
述
懐
し
、
さ
ら
に
「（『
海
東

青
』
の
発
表
後
）
一
年
休
ん
で
再
び
出
発
し
、
逆
境
か
ら
第
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
試
み
た
│
│
た
と
え
わ
ず
か
半
歩
で
あ
っ
て
も
│
│

そ
こ
で
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
を
書
い
〉
41
〈

た
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
言

葉
を
手
が
か
り
に
、
靳
五
の
作
中
か
ら
の
消
失
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
。
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自
ら
の
内
的
世
界
を
彷
徨
す
る
『
海
東
青
』
の
靳
五
は
、
そ
の
両

眼
を
レ
ン
ズ
と
し
て
見
た
も
の
を
時
間
差
な
し
に
映
し
出
す
。
作
者

は
こ
こ
で
靳
五
と
い
う
分
身
を
通
じ
て
自
ら
の
内
面
深
く
に
入
り
込

み
、
そ
の
目
に
映
る
情
景
を
内
側
か
ら
描
き
出
す
こ
と
を
試
み
、
文

字
に
よ
っ
て
迷
宮
を
築
き
上
げ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ

が
、
靳
五
が
徹
頭
徹
尾
傍
観
者
で
あ
る
所
以
だ
ろ
う
。
彼
に
は
朱
鴒

の
た
ど
る
結
末
が
す
で
に
見
え
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
日
本

の
老
人
を
鯤
京
か
ら
追
い
返
し
、
安
楽
新
を
改
心
さ
せ
る
す
べ
は
な

い
か
ら
だ
。
彼
に
で
き
る
の
は
、
亜
星
と
朱
鴒
が
淪
落
の
道
へ
と
歩

み
出
す
直
前
で
時
間
を
凝
結
さ
せ
、
そ
の
時
点
を
彷
徨
す
る
こ
と
の

み
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
こ
で
は
靳
五
と
花
井
や
木
持
、
そ
し
て
安
楽
新
は
そ

れ
ぞ
れ
別
の
登
場
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
Ｂ
系
列
の

『
雨
雪
霏
霏
』『
大
河
尽
頭
』
に
至
る
と
、
主
人
公
は
欲
望
か
ら
切
り

離
さ
れ
た
人
格
と
し
て
造
形
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
む
し
ろ
主

人
公
の
身
体
に
宿
さ
れ
た
欲
望
こ
そ
切
り
離
し
得
ぬ
も
の
で
あ
る
こ

と
が
露
わ
に
さ
れ
る
。

　

と
す
る
と
、
靳
五
の
退
出
は
、
欲
望
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
自
己
と

い
う
も
の
が
、
た
と
え
虚
構
の
作
中
世
界
に
あ
っ
て
も
存
立
し
得
な

い
こ
と
の
必
然
の
帰
結
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
靳
五
が
姿
を
消

し
た
台
北
で
、
止
ま
っ
て
い
た
時
計
は
動
き
出
し
、
悪
徳
と
汚
辱
に

満
ち
た
台
北
が
朱
鴒
を
呑
み
込
む
瞬
間
に
向
か
っ
て
針
を
進
め
る
。

　

Ａ
系
列
の
二
作
に
お
い
て
は
、
靳
五
と
朱
鴒
は
共
に
、
靳
五
の
内

的
世
界
の
中
の
登
場
人
物
と
し
て
動
き
回
り
、
こ
の
舞
台
そ
の
も
の

を
外
側
か
ら
見
る
役
割
は
ま
だ
備
え
て
い
な
い
。
そ
れ
が
備
わ
る
の

は
、
語
り
手
と
朱
鴒
の
対
話
と
い
う
形
式
が
完
成
し
た
Ｂ
系
列
の
二

作
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

㈢
　
肉
体
を
も
た
ぬ
聞
き
手
と
し
て
の
朱
鴒

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
Ａ
系
列
の
二
作
で
は
い
ず
れ
も
三
人
称
が
用

い
ら
れ
、
靳
五
や
朱
鴒
の
内
面
が
細
か
く
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
他
方
、
Ｂ
系
列
の
二
作
は
主
に
「
李
永
平
」
が
語
り
手
と
な

り
、
自
分
の
体
験
と
感
情
を
一
人
称
で
饒
舌
に
語
る
。
そ
し
て
、
Ａ

系
列
の
三
人
称
か
ら
Ｂ
系
列
の
一
人
称
へ
の
転
換
に
伴
い
、
朱
鴒
に

は
聞
き
手
と
い
う
新
た
な
役
割
が
附
与
さ
れ
る
。

　

Ｂ
系
列
の
二
作
品
の
構
造
を
解
き
あ
か
す
に
は
、
三
人
の
「
永
」

を
別
個
に
扱
う
と
理
解
が
容
易
か
も
し
れ
な
い
。
三
人
と
は
、
⑴
作

者
で
あ
る
李
永
平
、
⑵
作
中
の
語
り
手
、
⑶
回
想
の
中
に
登
場
す
る

幼
年
期
な
い
し
少
年
期
の
永
で
あ
る
。
便
宜
上
こ
れ
を
順
に
、〈
作

者
永
〉〈
語
り
手
永
〉〈
回
想
の
永
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
〉
42
〈

う
。

　
〈
回
想
の
永
〉
の
登
場
す
る
追
憶
の
世
界
を
、〈
語
り
手
永
〉
は
直

接
体
験
し
た
過
去
と
し
て
語
る
。
だ
が
、〈
作
者
永
〉
に
と
っ
て

は
、〈
語
り
手
永
〉
の
過
去
に
仮
託
し
て
自
ら
の
内
的
世
界
を
形
象

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
〈
作
者
永
〉
は
〈
語
り
手
永
〉
に
、

過
去
を
見
つ
め
る
ま
な
ざ
し
を
通
じ
て
自
ら
の
「
心
の
魔
」
な
い
し

は
欺
瞞
に
満
ち
た
傍
観
者
の
視
線
を
剔
抉
す
る
作
業
を
強
い
る
。
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Ａ
系
列
の
二
作
を
こ
の
図
式
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
靳
五
は

〈
回
想
の
永
〉
に
相
当
し
、「
鯤
京
」
な
い
し
台
北
の
街
は
Ｂ
系
列
の

追
憶
の
世
界
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
靳
五
の
内
的
世

界
は
、
Ｂ
系
列
で
は
不
可
逆
の
過
去
と
し
て
回
想
の
中
に
封
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
記
し
た
よ
う
に
、『
海
東
青
』
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
『
大
河
尽
頭
』
で
繰
り
返
し
変
奏
さ
れ
る
こ
と
か
ら

も
、
Ｂ
系
列
の
回
想
が
Ａ
系
列
の
靳
五
の
内
的
世
界
で
あ
る
こ
と
が

首
肯
さ
れ
よ
う
。

　
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
の
結
末
で
一
度
死
を
迎
え
た
朱
鴒
は
、『
雨
雪

霏
霏
』
で
は
肉
体
を
も
た
な
い
台
北
の
少
女
と
し
て
〈
語
り
手
永
〉

の
前
に
復
活
し
、
共
に
〈
回
想
の
永
〉
の
言
動
を
仔
細
に
検
分
す
る
。

　

た
と
え
ば
『
雨
雪
霏
霏
』
に
お
い
て
、〈
語
り
手
永
〉
が
肝
心
な

と
こ
ろ
を
言
葉
に
せ
ず
に
物
語
を
先
に
進
め
よ
う
と
す
る
時
、
朱
鴒

は
そ
れ
を
許
さ
ず
、
彼
に
〈
回
想
の
永
〉
を
直
視
さ
せ
よ
う
と
す

る
。
た
と
え
ば
、〈
語
り
手
永
〉
が
幼
い
頃
に
こ
っ
そ
り
故
郷
ボ
ル

ネ
オ
島
ク
チ
ン
の
風
俗
街
に
潜
り
込
ん
だ
経
験
を
語
り
、
そ
の
と
き

に
受
け
た
衝
撃
が
、
そ
こ
に
い
た
娼
婦
た
ち
が
「
中
国
人
の
娘
」
ば

か
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
明
か
す
場
面
で
あ
る
。
朱
鴒
は

そ
の
説
明
に
満
足
せ
ず
〈
語
り
手
永
〉
を
問
い
詰
め
る
。

　
　

│
│
じ
ゃ
あ
聞
く
け
ど
、
も
し
女
の
子
た
ち
が
マ
レ
ー
人
や
イ

ン
ド
人
、
そ
れ
と
も
ダ
ヤ
ク
人
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
で
も
そ
ん
な
に

悲
し
か
っ
た
？

　
　

│
│
悲
し
い
さ
！　

た
だ
…
…

　
　

│
│
た
だ
何
な
の
？

　
　

│
│
た
だ
…
…
感
じ
が
違
う
ん
だ
。

　
　

│
│
ど
う
違
う
の
？　

ど
う
し
て
違
う
の
？

　
　

│
│
僕
は
…
…
お
願
い
だ
！　

君
、
頼
む
か
ら
そ
ん
な
刃
物
の

よ
う
な
眼
を
見
開
い
て
、
冷
や
や
か
に
睨
み
つ
け
な
い
で
く
れ

よ
！
（
八
〇

－

八
一
〉
43
〈

頁
）

　

こ
う
し
た
朱
鴒
の
役
割
こ
そ
が
ま
さ
に
、
修
訂
版
で
削
除
さ
れ
た

エ
ピ
ロ
ー
グ
に
あ
っ
た
よ
う
に
、〈
語
り
手
永
〉
に
過
去
の
経
験
や

「
心
の
魔
」
と
対
峙
さ
せ
、「
自
分
が
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
間
な
の
か

見
据
え
さ
せ
て
く
れ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

中
で
も
特
に
残
忍
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
最
後
の
「
追
憶
九 

望

郷
」
に
お
い
て
、
台
湾
出
身
の
元
「
慰
安
婦
」
た
ち
の
「
姦
通
」
を

警
察
に
通
報
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
七
歳
の
〈
回
想
の
永
〉
は
、
こ

の
三
人
の
台
湾
人
女
性
に
か
わ
い
が
ら
れ
、
連
日
そ
の
住
ま
い
に
遊

び
に
行
く
う
ち
に
、
彼
女
ら
の
「
私
生
児
」
で
あ
る
と
噂
を
立
て
ら

れ
る
に
至
る
。
彼
は
生
み
の
母
を
悲
し
ま
せ
ま
い
と
、「
お
母
さ
ん

に
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
ク
チ
ン
の
町
中
の
人
に
、
僕
が
い
ち
ば

ん
気
に
か
け
て
い
る
の
は
お
母
さ
ん
だ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
」

（
二
五
一
〉
44
〈

頁
）
に
三
人
を
裏
切
る
。
こ
こ
で
は
、
生
み
の
母
と
台
湾

人
女
性
に
寓
せ
ら
れ
た
意
味
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

台
湾
出
身
の
三
人
の
女
性
は
、
日
本
軍
の
「
慰
安
婦
」
と
し
て
ボ
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ル
ネ
オ
島
ま
で
連
れ
て
来
ら
れ
た
ま
ま
、
戦
後
も
家
族
に
合
わ
せ
る

顔
が
な
い
と
帰
郷
せ
ず
、
売
春
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
。
彼

女
ら
の
身
体
は
日
本
兵
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
、
腕
に
「
慰
」
の
字
を

刺
青
さ
れ
た
上
、
和
服
を
ま
と
っ
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
お

辞
儀
を
し
て
客
を
迎
え
る
と
い
っ
た
仕
草
に
至
る
ま
で
、
抜
き
が
た

く
日
本
化
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
女
ら
が
体
現
す
る
の
は
、

『
海
東
青
』
の
鯤
京
同
様
に
、
淪
落
し
日
本
に
刻
ま
れ
た
痕
跡
を
消

し
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
台
湾
で
あ
る
。〈
回
想
の
永
〉
は
す
で
に

蹂
躙
さ
れ
た
彼
女
ら
に
思
慕
を
抱
く
一
方
で
、
母
と
し
て
認
め
る
こ

と
は
拒
絶
し
、
生
み
の
母
ひ
と
り
が
母
だ
と
声
高
に
宣
言
す
る
。
こ

れ
は
ボ
ル
ネ
オ
華
人
と
し
て
の
〈
作
者
永
〉
が
、
純
潔
の
中
国
の
み

を
母
と
し
て
認
め
、
た
と
え
「
第
二
の
故
郷
」
で
は
あ
っ
て
も
淪
落

の
台
湾
を
受
け
入
れ
は
し
な
い
と
い
う
姿
勢
を
暗
示
す
る
よ
う
で
も

あ
る
。

　

生
母
以
外
の
女
性
を
母
と
認
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
は
、

『
大
河
尽
頭
』
に
お
い
て
も
反
復
さ
れ
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
の
は

同
じ
く
日
本
軍
の
元
「
慰
安
婦
」
で
あ
る
が
、
同
時
に
ボ
ル
ネ
オ
島

に
お
け
る
植
民
者
で
も
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
で
あ

る
。
し
か
し
、〈
回
想
の
永
〉
は
、
大
河
の
旅
の
終
着
点
の
手
前

で
、
生
み
の
母
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ボ
ル
ネ
オ
先
住
民
ケ
ニ
ャ
人

の
少
女
マ
リ
ア
の
姿
を
幻
視
す
る
（
下
：
四
八
五
頁
）。
こ
れ
は
こ

の
三
人
が
い
ず
れ
も
彼
の
母
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
象
徴
す
〉
45
〈

る
。

そ
し
て
、
最
後
に
バ
ト
ゥ
・
テ
ィ
バ
ン
の
山
頂
で
、〈
回
想
の
永
〉

は
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
に
よ
っ
て
再
び
生
を
受
け
る
。
つ
ま
り
、
彼
は

原
郷
と
し
て
の
中
国
、
オ
ラ
ン
ダ
に
代
表
さ
れ
る
ボ
ル
ネ
オ
島
の
植

民
者
、
加
え
て
ボ
ル
ネ
オ
先
住
民
の
す
べ
て
を
母
に
持
つ
「
ボ
ル
ネ

オ
の
子
」
と
し
て
再
生
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
お
い
て
不
在
の
台
湾
は
、〈
語
り
手
永
〉
に
よ
る
朱
鴒
へ

の
語
り
聞
か
せ
と
い
う
形
式
を
通
じ
、
物
語
の
前
提
を
成
し
て
い

る
。
こ
の
作
品
は
台
湾
の
象
徴
た
る
朱
鴒
な
く
し
て
存
立
し
得
な

い
、
台
湾
へ
の
呼
び
か
け
の
書
で
あ
る
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
、〈
作
者
永
〉
を
中
国
語
作
家
と
し
て

の
旅
の
原
点
に
連
れ
帰
る
こ
と
で
、
ボ
ル
ネ
オ
島
・
台
湾
・
ア
メ
リ

カ
の
経
験
の
集
大
成
を
遂
げ
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

結
　
び

　

朱
鴒
と
い
う
名
前
は
、
赤
い
セ
キ
レ
イ
、
そ
し
て
「
紅
塵
」
す
な

わ
ち
俗
世
あ
る
い
は
濁
世
を
飛
ぶ
小
鳥
と
い
う
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
を

喚
起
す
る
。『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
で
は
、
三
度
に
わ
た
っ
て
彼
女
が

小
鳥
に
喩
え
ら
れ
る
。
靳
五
は
「
ま
っ
た
く
紅
塵
の
街
を
飛
び
ま

わ
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
ぶ
ら
つ
い
て
い
て
、
日
が
な
一
日
巣
に
帰
ら
な

い
小
鳥
み
た
い
だ
ね
」（
一
一
四
〉
46
〈

頁
）
と
言
い
、
靳
五
の
同
僚
の
丁

教
授
も
同
様
に
「
紅
塵
の
街
を
飛
び
ま
わ
る
小
鳥
だ
」（
二
三
二
〉
47
〈

頁
）

と
嘆
息
す
る
。
同
級
生
の
連
明
心
さ
え
も
朱
鴒
を
「
𨑨
迌
」
す
る
、

す
な
わ
ち
さ
ま
よ
い
放
浪
す
る
小
鳥
と
称
す
る
が
、
そ
れ
を
聞
い
て
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朱
鴒
は
明
心
こ
そ
が
自
分
の
理
解
者
だ
と
感
じ
る
。『
海
東
青
』『
朱

鴒
漫
遊
仙
境
』
の
彼
女
に
は
帰
る
べ
き
家
が
あ
り
な
が
ら
も
、
日
本

の
老
人
が
待
ち
受
け
る
そ
の
場
所
に
帰
る
こ
と
を
肯
ん
ぜ
ず
、
街
を

「
𨑨
迌
」
し
続
け
る
。
そ
の
意
味
で
台
北
の
少
女
朱
鴒
は
、
南
洋
の

「
浪
子
」
で
あ
る
靳
五
と
同
様
に
、
帰
る
場
所
を
持
た
な
い
。

　
『
大
河
尽
頭
』
で
は
、
川
沿
い
に
宿
を
求
め
て
翌
朝
出
航
す
る
た

び
に
、
水
先
案
内
さ
な
が
ら
に
舟
の
先
を
飛
ん
で
ゆ
く
ア
オ
サ
ギ
や

ミ
サ
ゴ
、
ナ
ン
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
イ
ソ
シ
ギ
と
い
っ
た
水
鳥
の
様

子
が
描
写
さ
れ
る
。
そ
し
て
朱
鴒
も
水
鳥
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。

「
水
先
案
内
鳥
は
、
ボ
ル
ネ
オ
島
の
大
河
の
宿
場
ご
と
に
交
代
で
見

張
り
に
立
ち
、
行
き
交
う
船
舶
を
見
守
る
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
た
ち
で
、

身
体
は
あ
ん
な
に
小
さ
く
、
表
情
は
い
つ
も
あ
ん
な
に
孤
独
な
の

に
、
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
責
任
に
忠
実
で
、
風
雨
に
負
け
ず
、
ま
る
で

│
│
後
に
こ
の
南
洋
の
放
浪
者
を
迷
宮
さ
な
が
ら
の
色
と
り
ど
り
に

輝
く
台
北
市
に
連
れ
て
行
き
、
妖
精
の
よ
う
に
痕
跡
を
残
さ
ず
、
任

務
を
全
う
す
る
と
、
ひ
ら
り
と
あ
の
淵
に
身
を
消
し
て
し
ま
っ
た
少

女
、
朱
鴒
、
き
み
、
僕
の
心
の
永
遠
の
お
嬢
ち
ゃ
ん
」（
上
：
一
七

一

－

一
七
二
〉
48
〈

頁
）。

　

李
永
平
の
四
部
の
長
篇
作
品
の
中
で
朱
鴒
が
果
た
す
役
割
は
、
ま

さ
に
自
由
に
飛
び
ま
わ
り
好
奇
心
に
満
ち
た
瞳
に
台
北
の
姿
を
映
し

出
す
小
鳥
か
ら
、
内
的
世
界
の
最
深
部
へ
と
導
く
水
先
案
内
人
へ
と

変
遷
し
て
ゆ
く
。

　
『
海
東
青
』『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
で
は
、
朱
鴒
は
そ
こ
に
描
き
出
さ

れ
る
靳
五
の
内
的
世
界
の
登
場
人
物
と
し
て
飛
び
ま
わ
る
。
そ
こ
で

幼
い
少
女
の
姿
を
と
っ
た
彼
女
が
象
徴
す
る
の
は
、
内
な
る
無
垢
で

あ
り
善
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
成
人
し
た
靳
五
の
内
面
に
お
い

て
は
す
で
に
「
心
の
魔
」
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
穢
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
朱
鴒
も
淪
落
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
が
決
定
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
同
時
に
、
外
省
人
を
父
に
、
本
省
人
を
母
に
持
ち
台
北
に
暮
ら

す
彼
女
は
、
台
湾
を
体
現
す
る
存
在
で
も
あ
る
。
め
ざ
ま
し
い
経
済

発
展
の
陰
で
少
女
た
ち
の
性
を
搾
取
す
る
台
湾
も
ま
た
、
日
本
統
治

の
陰
影
か
ら
抜
け
出
し
得
ず
に
お
り
、
朱
鴒
の
一
家
も
娘
の
性
と
引

き
換
え
に
日
本
の
老
人
か
ら
経
済
的
恩
恵
を
受
け
る
。

　
『
雨
雪
霏
霏
』『
大
河
尽
頭
』
に
お
い
て
も
、
朱
鴒
は
内
的
世
界
の

無
垢
や
善
の
象
徴
で
あ
る
と
同
時
に
、
台
湾
を
象
徴
す
る
。
し
か
し

彼
女
は
す
で
に
悪
徳
の
都
た
る
台
北
お
よ
び
靳
五
の
「
心
の
魔
」
に

呑
み
込
ま
れ
て
肉
体
を
滅
ぼ
さ
れ
て
お
り
、「
鴒
」
と
同
音
の
「
霊
」、

な
い
し
ミ
ュ
ー
ズ
と
し
て
復
活
し
た
彼
女
が
〈
語
り
手
永
〉
を
帰
郷

の
旅
に
誘
う
。
彼
女
は
内
的
世
界
を
外
側
か
ら
見
つ
め
、
聞
き
手
と

し
て
〈
語
り
手
永
〉
を
〈
回
想
の
永
〉
と
対
峙
さ
せ
る
。『
大
河
尽

頭
』
で
は
台
湾
を
象
徴
す
る
彼
女
に
導
か
れ
、
台
北
の
街
か
ら
ボ
ル

ネ
オ
島
の
心
臓
部
に
あ
る
聖
山
バ
ト
ゥ
・
テ
ィ
バ
ン
に
帰
り
着
く
こ

と
で
、〈
作
者
永
〉
は
植
民
地
ボ
ル
ネ
オ
と
台
湾
の
経
験
を
合
一
さ

せ
、
中
国
語
作
家
と
し
て
集
大
成
を
成
し
遂
げ
た
と
い
え
よ
う
。
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注〈
1
〉 
李
永
平
の
経
歴
と
作
品
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
李
永
平
『
大
河

尽
頭
』
の
寓
意
」
参
照
。

〈
2
〉 

本
論
で
の
引
用
は
二
〇
〇
六
年
の
第
二
版
に
基
づ
く
。

〈
3
〉 

本
論
で
の
引
用
は
二
〇
一
〇
年
の
第
二
版
に
基
づ
く
。

〈
4
〉 

本
論
で
の
引
用
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
二
〇
一
三
年
の
全

新
修
訂
版
に
基
づ
く
。

〈
5
〉 

本
稿
で
は
上
下
巻
を
併
せ
て
『
大
河
尽
頭
』
と
略
称
し
、
引
用

に
際
し
て
は
上
下
巻
の
別
と
頁
数
の
み
を
記
し
、
上
巻
は
二
〇
一
〇

年
の
二
版
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。

〈
6
〉 

本
論
で
の
引
用
は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
一
九
八
六
年
の
洪
範

書
店
版
に
基
づ
く
。

〈
7
〉 

新
京
報
網
「
李
永
平
│
│
人
生
不
外
一
个
“
縁
”
字
」（
二
〇

一
五
年
三
月
二
七
日
閲
覧
）。
原
文
は
「
写
作
過
程
中
，
毎
個
作
家

都
会
在
心
裡
設
定
一
個
読
者
或
「
聴
者
」，
聴
我
講
故
事
的
人
，
朱

鴒
，
雖
然
是
個
八
歳
小
女
生
，
雖
然
永
遠
長
不
大
（
她
是
繆
斯
，
不

能
長
大
変
老
的
！
）
但
冰
雪
聡
明
，「
一
顆
心
生
了
七
八
個
竅
」，
且

通
達
人
情
世
故
（
莫
忘
了
她
是
在
台
北
街
頭
遊
蕩
廝
混
的
），
最
重

要
的
是
，
跟
我
心
有
霊
犀
一
点
通
。
這
様
的
読
者
／
聴
者
，
是
作
家

們
夢
寐
以
求
的
敘
述
対
象
。
衆
裡
尋
他
千
百
度
。
能
夠
找
到
朱
鴒
，

是
我
写
作
生
涯
中
最
大
的
福
気
」。

〈
8
〉 

李
永
平
「
再
版
序
」『
海
東
青
│
│
台
北
的
一
則
寓
言
』
聯
合

文
学
、
二
〇
〇
六
年
、
第
二
版
、
五
頁
。
原
文
は
「
本
来
応
該
利
用

再
版
的
機
会
，
将
全
書
文
字
徹
底
処
理
一
番
，
提
高
這
部
小
説
的

「
醇
度
」，（
中
略
）
修
訂
的
工
作
只
好
另
等
機
縁
了
」。

〈
9
〉 

同
右
、
二
頁
。
原
文
は
「
当
時
是
在
某
種
奇
特
的
情
況
下
匆
促

写
成
的
，
並
不
能
代
表
我
対
這
本
書
的
真
正
感
覚
」。

〈
10
〉 

李
永
平
「（
経
典
版
序
）
永
遠
的
八
歳
」『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
聯

合
文
学
、
二
〇
一
〇
年
、
第
二
版
、
三
頁
。
原
文
は
「
我
決
定
一
字

不
易
，
甚
至
不
改
動
一
個
標
点
符
号
，（
…
…
）
重
現
世
間
」。

〈
11
〉 

原
文
は
「
多
年
前
我
有
幸
結
識
朱
鴒
，
一
大
一
小
両
個
人
携
手

打
造
一
樁
奇
妙
的
縁
。
那
時
我
在
台
北
某
大
学
外
文
系
教
書
，
毎
天

傍
晩
放
学
回
宿
舍
，
総
是
看
見
一
個
小
小
女
生
，
孤
単
単
，
蹲
坐
在

市
立
古
亭
小
学
門
口
台
階
上
，
身
旁
擱
著
書
包
，
双
手
摟
住
膝
頭
，

仰
著
臉
子
瞇
起
眼
瞳
絞
起
眉
心
，
呆
呆
瞅
望
著
城
西
淡
水
河
口
海
峡

中
那
一
輪
載
浮
載
沈
的
猩
紅
太
陽
，
好
久
好
久
，
都
不
願
返
回
巷
弄

中
的
家
，
只
顧
痴
痴
想
著
自
己
的
心
事
」「
然
而
有
一
天
，
她
却
突

然
不
見
了
」。

〈
12
〉 

黄
錦
樹
「
漫
遊
者
、
象
徴
契
約
与
卑
賤
物
│
│
論
李
永
平
的

『
海
東
春
秋
』」
注
七
・
注
八
参
照
。

〈
13
〉 

李
永
平
は
「
簡
体
版
序 

河
流
之
語
」
に
お
い
て
、
台
湾
大
学

三
年
の
時
に
実
際
に
経
験
し
た
出
来
事
と
し
て
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

語
り
、
台
湾
の
河
川
に
関
す
る
も
っ
と
も
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
で
あ
る

と
記
し
て
い
る
（『
雨
雪
霏
霏
│
│
婆
羅
洲
童
年
記
事
』
上
海
人
民

出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
一

－

一
二
頁
）。

〈
14
〉 

李
永
平
『
雨
雪
霏
霏
（
全
新
修
訂
版
）』
麦
田
出
版
、
二
〇
一

三
年
（
王
徳
威
「
原
罪
与
原
郷
│
│
李
永
平
《
雨
雪
霏
霏
》」、
李
永

平
「
写
在
《
雨
雪
霏
霏
》（
修
訂
版
）
巻
前
」、
同
「
河
流
之
語
│
│

《
雨
雪
霏
霏
》
大
陸
版
序
」
を
併
収
）。
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〈
15
〉 

李
永
平
『
雨
雪
霏
霏
│
│
婆
羅
洲
童
年
記
事
』
上
海
人
民
出
版

社
、
二
〇
一
四
年
。
王
徳
威
「
原
罪
与
原
郷
」、
簡
体
版
自
序
「
河

流
之
語
」
を
併
収
。

〈
16
〉 
李
永
平
『
雨
雪
霏
霏
│
│
婆
羅
洲
童
年
記
事
』
天
下
遠
見
出

版
、
二
〇
〇
二
年
。
原
文
は
「
我
不
是
人
、
我
是
魔
」。

〈
17
〉 

李
永
平
『
雨
雪
霏
霏
（
全
新
修
訂
版
）』
麦
田
出
版
、
二
〇
一

三
年
。
原
文
は
「
我
是
罪
人
，
你
們
拿
起
石
頭
打
我
吧
！
就
像
聖
経

中
描
写
的
那
様
」。

〈
18
〉 

李
永
平
『
雨
雪
霏
霏
│
│
婆
羅
洲
童
年
記
事
』
天
下
遠
見
出

版
、
二
〇
〇
二
年
。
原
文
は
「
是
妳
，
朱
鴒
，
譲
我
鼓
起
勇
気
検
視

我
在
南
洋
的
成
長
経
験
，
是
妳
幇
助
我
面
対
心
中
的
魔
，
是
妳
要
睜

大
眼
睛
，
看
看
自
己
到
底
是
個
怎
様
的
人
」。

〈
19
〉 

た
だ
し
、
下
巻
の
「
八
月
八
日
断
腸
日 

少
年
永
迷
乱
的
一

天
」（
八
月
八
日
断
腸
の
時 

少
年
永
の
混
乱
の
一
日
）
の
み
は
新
暦

の
日
付
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〈
20
〉 

黄
錦
樹
「
石
頭
与
女
鬼
│
│
論
《
大
河
尽
頭
》
中
的
象
徴
交
換

与
死
亡
」
二
四
一

－

二
六
三
頁
。
原
文
は
「〔
作
家
〕
把
它
設
計
為

小
説
的
一
個
部
分
、
内
在
的
血
肉
」。

〈
21
〉 

李
永
平
「
簡
体
版
序 

河
流
之
語
」『
雨
雪
霏
霏
│
│
婆
羅
洲
童

年
記
事
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
九
頁
。

〈
22
〉 

原
文
は
「
咱
倆
一
大
一
小
互
相
扶
持
，
歴
経
一
夜
跋
渉
終
於
走

到
了
河
渓
上
游
，
這
趟
溯
源
之
旅
完
成
了
，
妳
親
手
把
我
這
個
浪
子

帯
回
家
了
，
我
便
把
妳
留
在
終
点
站
，
将
妳
放
逐
到
那
一
窟
陰
冷
幽

深
千
年
不
見
天
日
的
黒
水
潭
，
頭
也
不
回
，
自
個
揚
長
去
啦
」。

〈
23
〉 

な
お
、
李
永
平
は
『
雨
雪
霏
霏
』『
大
河
尽
頭
』
に
、
二
〇
一

三
年
の
時
点
で
執
筆
中
の
長
篇
『
朱
鴒
記
』
を
加
え
、《
李
永
平
大

河
三
部
曲
》
と
呼
ん
で
い
る
（
李
永
平
「
写
在
《
雨
雪
霏
霏
》（
修

訂
版
）
巻
前
」『
雨
雪
霏
霏
（
全
新
修
訂
版
）』
麦
田
出
版
、
二
〇
一

三
年
、
一
六
頁
）。

〈
24
〉 

李
永
平
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』。
原
文
は
「
就
像
耶
蘇
教
那
個
大

鬍
子
聖
人
摩
西
分
開
紅
海
」。

〈
25
〉 

同
右
。
原
文
は
「
就
好
像
両
股
血
液
在
我
血
管
裡
，
乱
竄
乱

流
，
好
像
両
個
大
人
在
我
身
体
内
打
架
，
毎
天
把
我
整
得
暈
頭
転
向

坐
立
不
安
，
在
家
裡
実
在
待
不
住
，
煩
躁
得
要
死
，
只
想
逃
到
外
面

大
街
上
乱
跑
乱
逛
，
有
時
候
好
痛
苦
哦
│
│
」。

〈
26
〉 

李
永
平
は
詹
閔
旭
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
中
で
、『
海

東
青
』
の
日
本
人
の
原
型
は
黄
春
明
『
さ
よ
な
ら
・
再
見
』
と
い
っ

た
台
湾
の
作
品
に
由
来
す
る
と
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ボ
ル
ネ
オ

は
か
つ
て
日
本
に
よ
る
三
年
間
の
占
領
を
経
験
し
て
お
り
、
戦
後
に

は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
戻
っ
て
来
た
日
本
人
の
姿
を
目
に
し
て
い

た
た
め
、
日
本
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
ボ
ル
ネ
オ
に
い
た
頃
に
す

で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
、
作
中
で
は
南
京
事
件
を
起

こ
し
た
部
隊
で
闘
っ
た
旧
日
本
兵
が
、
戦
後
は
台
湾
に
や
っ
て
き
て

児
童
買
春
を
行
う
と
い
う
描
写
も
反
復
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ル
ネ
オ
・

台
湾
、
ひ
い
て
は
「
原
郷
」
で
あ
る
中
国
の
侵
略
者
で
あ
っ
た
日
本

人
が
、
戦
後
に
は
台
湾
社
会
の
堕
落
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
寓
意

も
等
閑
視
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

〈
27
〉 
李
永
平
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』。
原
文
は
「
女
孩
子
想
長
大
，
就

要
被
男
人
打
一
槍
，
穿
個
洞
，
流
一
滴
紅
紅
的
血
」。

〈
28
〉 

同
右
。
原
文
は
「
砰
然
一
声
，
銃
声
響
起
」。
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〈
29
〉 

同
右
。
原
文
は
「
如
醉
如
痴
，
那
女
生
趴
伏
在
老
闆
的
胸
脯

上
，
睜
開
汗
濛
濛
的
両
隻
眼
睛
，
夢
囈
般
呻
吟
了
五
六
声
，
望
望
老

闆
手
上
握
著
的
日
本
耳
洞
搶
，
猛
一
哆
嗦
，
又
闔
起
眼
皮
退
縮
回
老

闆
的
懐
抱
裡
，
把
両
条
腿
児
緊
緊
夾
住
。
老
闆
笑
瞇
瞇
望
了
望
店
門

口
窺
探
的
一
堆
男
人
，
擎
起
日
本
槍
，
慢
吞
吞
擦
拭
著
槍
身
，
把
那

銀
様
燦
爛
的
槍
頭
擦
亮
了
，
腰
桿
子
一
挺
，
挙
槍
瞄
準
懐
中
女
生
那

蓓
蕾
般
嬌
嫩
的
耳
朶
。
砰
！　

槍
声
驟
響
。
白
雪
雪
満
堂
日
光
燈

下
，
女
生
耳
垂
上
綻
放
出
了
小
小
一
蕊
子
晶
瑩
的
血
花
，
嬌
滴
滴
紅

灩
灩
」。

〈
30
〉 

張
錦
忠
「
在
那
陌
生
的
城
市
│
│
漫
遊
李
永
平
的
鬼
域
仙
境
」。

〈
31
〉 

黄
錦
樹
「
在
遺
忘
的
国
度
│
│
読
李
永
平
《
海
東
青
》（
上

巻
）」。

〈
32
〉 

ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
『
恐
怖
の
権
力
│
│
〈
ア
ブ
ジ
ェ

ク
シ
オ
ン
〉
試
論
』。

〈
33
〉 

黄
錦
樹
「
漫
遊
者
、
象
徴
契
約
与
卑
賤
物
│
│
論
李
永
平
的

『
海
東
春
秋
』」。

〈
34
〉 

同
右
。

〈
35
〉 

同
右
。

〈
36
〉 

原
文
は
「
丫
頭
，
不
要
那
麼
快
長
大
！
」。

〈
37
〉 

王
徳
威
「
原
郷
想
像
，
浪
子
文
学
」
一
七
頁
。
原
文
は
「
華
族

文
化
具
体
而
微
的
投
影
」。

〈
38
〉 

黄
錦
樹
「
漫
遊
者
、
象
徴
契
約
与
卑
賤
物
│
│
論
李
永
平
的

『
海
東
春
秋
』」
六
二
頁
。
原
文
は
「
是
靳
五
的
目
光
把
她
推
向
那
墮

落
的
洞
穴
」。

〈
39
〉 

張
錦
忠
「
在
那
陌
生
的
城
市
│
│
漫
遊
李
永
平
的
鬼
域
仙
境
」。

 

　

し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、『
海
東
青
』
の
作
中
に
み
ら
れ
る
日

付
は
、
何
年
の
も
の
か
は
明
示
さ
れ
な
い
。
第
一
部
第
四
章
「
蒙
古

冷
気
団
源
源
南
下
」（
シ
ベ
リ
ア
寒
気
団
は
南
下
を
続
け
る
）
に
お

け
る
「
紅
色
中
国
」
で
「
血
腥
鎮
圧
」
が
行
わ
れ
た
と
の
会
話
（
一

六
六
頁
）
が
、
一
九
八
七
年
九
月
お
よ
び
一
〇
月
の
ラ
サ
で
の
デ
モ

と
そ
の
鎮
圧
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
確
か
に
一
九
八
七
年
秋
か
ら

八
八
年
春
が
時
代
背
景
と
し
て
比
定
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
第

二
部
第
六
章
「
𨑨
迌
」
で
報
じ
ら
れ
る
石
原
慎
太
郎
の
米
誌
『
プ
レ

イ
ボ
ー
イ
』
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
三
一
三
頁
）
は
一
九
九
〇
年
一
〇
月

の
も
の
で
あ
り
、
五
月
一
二
日
が
母
の
日
（
第
二
日
曜
）（
九
一
〇

頁
）
と
な
る
の
は
一
九
九
一
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
の
経
過
を

正
確
に
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
朱
鴒
漫
遊
仙

境
』
で
も
、
朱
鴒
一
家
は
九
五
頁
で
は
二
カ
月
前
に
転
居
し
た
と
さ

れ
る
が
、
一
一
四
頁
で
は
転
居
か
ら
半
年
と
さ
れ
、
転
居
の
時
期
に

齟
齬
が
見
ら
れ
る
た
め
、
両
作
の
間
に
経
過
し
た
時
間
を
確
定
す
る

の
は
困
難
で
あ
る
。『
海
東
青
』
は
執
筆
時
期
で
あ
る
一
九
八
七
年

か
ら
九
一
年
に
か
け
て
の
四
年
間
の
台
北
の
情
景
を
、「
鯤
京
」
の

街
の
八
カ
月
間
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
現
実
に
合
わ
せ
て
時

間
が
進
行
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

〈
40
〉 

李
永
平
「
文
字
因
縁
」
四
三
頁
。
原
文
は
「
這
則
寓
言
写
到
後

来
，
不
知
怎
的
竟
建
構
出
一
座
巨
大
的
文
字
迷
宮
，
而
我
這
個
「
小

説
家
」
竟
也
像
雅
典
名
匠
戴
達
魯
士
，
在
作
品
完
成
後
，
驀
然
驚

覚
，
発
現
自
己
被
囚
禁
在
自
己
創
造
的
迷
宮
中
，
必
須
付
出
惨
痛
代

価
才
得
以
逃
脱
」。

〈
41
〉 

同
右
、
四
四
頁
。
原
文
は
「
歇
息
一
年
重
新
出
発
，
試
図
従
困
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境
中
跨
出
第
一
歩
│
│
哪
怕
是
小
小
的
半
歩
也
好
│
│
於
是
写
了

《
朱
鴒
漫
遊
仙
境
》」。

〈
42
〉 
な
お
、
作
者
は
意
図
的
に
こ
れ
ら
三
人
の
永
を
同
一
視
す
る
よ

う
読
者
を
誘
導
す
る
仕
掛
け
を
施
し
て
い
る
（
拙
稿
「
李
永
平
『
大

河
尽
頭
』
の
寓
意
」
参
照
）。

〈
43
〉 

原
文
は
「
│
│
那
我
問
你
，
如
果
這
些
女
孩
子
是
馬
来
人
、
印

度
人
或
拉
子
婦
，
你
還
会
不
会
感
到
那
様
傷
心
呢
？
／
│
│
会
！
只

是
…
…
／
│
│
只
是
什
麼
呢
？
／
│
│
只
是
…
…
感
覚
不
一
様
。
／

│
│
怎
麼
不
一
様
呢
？
為
什
麼
会
不
一
様
？
／
│
│
我
…
…
拝
託
妳

別
問
！
丫
頭
，
請
妳
不
要
睜
著
妳
那
両
隻
像
刀
子
一
様
的
眼
睛
，
冷

冷
的
瞪
著
我
，
可
以
嗎
？
」。
た
だ
し
、
原
文
の
改
行
箇
所
は
／
で

示
し
た
。

〈
44
〉 

原
文
は
「
為
了
向
我
媽
表
明
心
迹
，
為
了
譲
全
古
晋
的
城
人
知

道
，
我
最
在
意
的
人
是
我
的
親
生
媽
媽
」。

〈
45
〉 

拙
稿
「
李
永
平
『
大
河
尽
頭
』
の
寓
意
」
参
照
。

〈
46
〉 

原
文
は
「
妳
啊
就
像
一
隻
飄
飛
在
紅
塵
都
市
中
的
小
鳥
，
愛
四

処
遊
逛
，
成
天
不
帰
巣
」。

〈
47
〉 

原
文
は
「
妳
是
一
隻
飄
飛
在
紅
塵
都
市
中
的
小
鳥
！
」。

〈
48
〉 

原
文
は
「
領
路
鳥
，
沿
著
婆
羅
洲
大
河
一
站
又
一
站
，
輪
流
放

哨
，
守
望
来
往
船
舶
的
水
仙
子
們
，
個
頭
総
也
那
麼
嬌
小
，
神
色
老

是
那
麼
孤
独
，
可
又
是
這
様
的
尽
心
尽
責
，
風
雨
無
阻
，
就
像
│
│

就
像
後
来
引
領
我
這
個
南
洋
浪
子
進
入
迷
宮
様
五
光
十
色
的
台
北

市
，
精
霊
般
来
去
無
蹤
，
完
成
任
務
後
，
就
蹦
地
消
失
在
渓
潭
中
的

那
個
小
姑
娘
，
朱
鴒
，
妳
，
我
心
中
永
遠
的
丫
頭
」。

参
考
文
献

王
徳
威
「
原
郷
想
像
，
浪
子
文
学
」『
𨑨
迌
│
│
李
永
平
自
選
集
』
麦

田
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
一
一

－

二
五
頁

及
川
茜
「
李
永
平
『
大
河
尽
頭
』
の
寓
意
」『
野
草
』
第
九
四
号
、
二

〇
一
四
年
八
月
、
一
四
八

－

一
六
八
頁

及
川
茜
「
日
本
人
の
性
的
表
象
│
│
南
洋
を
描
い
た
中
国
語
小
説
」
貴

志
俊
彦
他
編
『
相
関
地
域
研
究
１　

記
憶
と
忘
却
の
ア
ジ
ア
』
一
八

八

－

二
一
二
頁

ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
『
恐
怖
の
権
力
│
│
〈
ア
ブ
ジ
ェ
ク
シ
オ

ン
〉
試
論
』
枝
川
昌
雄
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
年
（Julia 

K
risteva, Pouvoirs de l’horreur. Essai sur l’abjection , Paris: Seuil, 

1980

）

黄
錦
樹
「
在
遺
忘
的
国
度
│
│
読
李
永
平
《
海
東
青
》（
上
巻
）」『
馬

華
文
学
与
中
国
性 

増
訂
版
』
麦
田
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
二
三
五

－

二
六
二
頁
（
初
出
『
台
湾
文
学
観
察
』
第
七
期
、
一
九
九
三
年
六

月
、
八
〇

－

九
八
頁
）

黄
錦
樹
「
流
離
的
婆
羅
洲
之
子
和
他
的
母
親
、
父
親
│
│
論
李
永
平
的

「
文
字
修
行
」」『
馬
華
文
学
与
中
国
性 

増
訂
版
』
麦
田
出
版
、
二
〇

一
二
年
、
二
〇
一

－

二
三
四
頁
（
初
出
『
中
外
文
学
』
第
二
六
巻
五

期
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
、
一
一
九

－

一
四
六
頁
）

黄
錦
樹
「
漫
遊
者
、
象
徴
契
約
與
卑
賤
物
│
│
論
李
永
平
的
『
海
東
春

秋
』」『
謊
言
與
真
理
的
技
芸
│
│
当
代
中
文
小
説
論
集
』
麦
田
出

版
、
二
〇
〇
三
年
、
五
九

－

七
九
頁
（
初
出
『
中
外
文
学
』
第
三
〇

巻
第
一
〇
期
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
二
四

－

四
一
頁
）
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黄
錦
樹
「
石
頭
与
女
鬼
│
│
論
《
大
河
尽
頭
》
中
的
象
徴
交
換
与
死

亡
」『
台
湾
文
学
研
究
学
報
』
第
一
四
期
、
二
〇
一
二
年
四
月
、
二

四
一

－

二
六
三
頁

詹
閔
旭
「
大
河
的
旅
程 

李
永
平
談
小
説
」『
印
刻
文
学
生
活
誌
』
第
四

巻
一
〇
期
、
二
〇
〇
八
年
六
月
、
一
七
五

－

一
八
三
頁

張
錦
忠
「
在
那
陌
生
的
城
市
│
│
漫
遊
李
永
平
的
鬼
域
仙
境
」『
中
外

文
学
』
第
三
〇
巻
第
一
〇
期
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
一
二

－

二
三
頁

李
永
平
『
吉
陵
春
秋
』
洪
範
書
店
、
一
九
八
六
年

李
永
平
『
吉
陵
春
秋
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年

李
永
平
『
吉
陵
鎮
も
の
が
た
り
』
池
上
貞
子
・
及
川
茜
訳
、
人
文
書

院
、二
〇
一
〇
年（
李
永
平
『
吉
陵
春
秋
』
洪
範
書
店
、一
九
八
六
年
）

李
永
平
『
海
東
青
│
│
台
北
的
一
則
寓
言
』
聯
合
文
学
、
二
〇
〇
六

年
、
第
二
版
（
初
版
は
一
九
九
二
年
）

李
永
平
『
朱
鴒
漫
遊
仙
境
』
聯
合
文
学
、
二
〇
一
〇
年
、
第
二
版
（
初

版
は
一
九
九
八
年
）

李
永
平
『
雨
雪
霏
霏
│
│
婆
羅
洲
童
年
紀
事
』
天
下
遠
見
出
版
、
二
〇

〇
二
年

李
永
平
『
雨
雪
霏
霏
（
全
新
修
訂
版
）』
麦
田
出
版
、
二
〇
一
三
年

李
永
平
『
雨
雪
霏
霏
│
│
婆
羅
洲
童
年
記
事
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二

〇
一
四
年

李
永
平
「
文
字
因
縁
」『
𨑨
迌
│
│
李
永
平
自
選
集
』
麦
田
出
版
、
二

〇
〇
三
年
、
二
七

－

四
七
頁

李
永
平
『
大
河
尽
頭
』
上
巻
：
溯
流
、
麦
田
出
版
、
二
〇
〇
八
年
（
二

〇
一
〇
年
第
二
版
）

李
永
平
『
大
河
尽
頭
』
下
巻
：
山
、
麦
田
出
版
、
二
〇
一
〇
年

新
京
報
網
「
李
永
平
│
│
人
生
不
外
一
個
“
縁
”
字
」2012 -05 -19

http://www.bjnews.com
.cn/book/2012 /05 /19 /199850 .htm

l

（
二
〇

一
五
年
三
月
二
七
日
閲
覧
）


